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図 1	 携帯電話充電の様子 
 
3.	  発電量可視化システム 







視化」を行うことになるため、「GEMS : Generation of 































・R1 ： 10KΩ（並列接続：20KΩ ／2） 
・R2 ： 300Ω（直列接続：100Ω × 3） 



















発電電圧	 ＝（V1‐V2）×（R1＋R2＋R3）／ R2  
②発電電流を計算 
発電電流	 ＝	 V2 ／ R3 
③発電量の計算 













































3.	  4.	  管理端末	  



































































図 6	 メーター画面 
 
測定は、機能利用者名の入力 ⇒ 入力名称で測定開始 ⇒ 自
転車型人力発電機の利用 ⇒ 発電量をメーターに逐次反映さ















図 7	 グラフ画面 
 
3.	  5.	  オンラインシステム	  



























表 1	 userテーブル 
Field Type Key 
user_id tinyint(3) unsigned PRI 
login_id Text  
password Text  





user_id : ユーザーを識別するための重複をしない ID。 
login_id, password : ユーザーが GEMSのウェブサイトにロ
グインするための IDとパスワードを記
録する。 
user_name : ユーザーの名前を記録する。 
 
表 2	 locationテーブル 
Field Type Key 
location_id tinyint(3) unsigned PRI 
location_name Text  





location_id : 施設を識別するための重複しない ID。 
location_name : 施設名を保存する。 
location_address : 施設の住所を保存する。Google mapsでの 
表示のために使用する。 
 
表 3	 electricity_outputテーブル 
Field Type Key 
user_id tinyint(3) unsigned PRI 
time Datetime PRI 
location_id tinyint(3) unsigned  




user_id : どのユーザーが発電したかを識別する。 
time : 年、月、日、時、分、秒を記録する。 
⇒user_idと timeの二つで主キーに設定している。 
location_id : どこの施設で発電したかを記録する。 
wattage : 発電量を記録する。 
 














































SELECT a.user_id, (SUM(wattage) / 1000) as wat, user_name 
FROM user AS a, electricity_output AS b 
WHERE a.user_id = b.user_id 
GROUP BY a.user_id 




図 10	 ランキング機能 
 

























図 11	 地図上での発電量表示 
 







































図 12	 ハートフルステージ南百合の様子 1 
 
 
図 13	 ハートフルステージ南百合の様子 2 









図 14	 川崎国際環境技術展 2012出展風景 1 
 
図 15	 川崎国際環境技術展 2012出展風景 2 
 









図 17-1 回答者の年齢 
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